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東日本大震災に伴う死者の年令依存性（4）乳幼児・高令者の死亡率は常に高いの
か？
Mortality in the East Japan Great Earthquake (4) Infants and elderlies should always suffer
heavy rate of deaths?
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1.前承け
今までの調査・研究を通じて，地震（津波）に伴う死者の年令依存特性が意外に多様であることを明らかにしてきた．

その一方で特筆すべきパタ－ンが 2つあることも判った．すなわち，横軸に年令を右に向けて昇順にとり，縦軸を死亡率
とした座標上でみた場合，その一つは英語大文字のU字型であり，他の一つはやはり大文字の J字型である．特に，2011
年東日本大震災においては後者，すなわち J字型となる地域が多いことを確認した．そうだとすると，災害弱者といわ
れる乳幼児の死亡率が高令者に比べて格段に低いこととなり，このままでは一寸理解し難い．そこで，本論ではこの問
題に注目し，2つの異なる視点から考察した．　

2．平常年死亡率との対比から
　　年令別の死亡率を比較する方法の一つとして，平常年の人口 10万人当りの年令別死亡率と災害等異常時のそれを

比較する方法が提案されている［尾崎，2012］．この方法の自然の発展として，『ある地域で地震等の災害に起因して発
生した死者総数と同数の死者を平常時１年間に齎すような仮想人口集団を考え，この集団による年令別死者数との対比
を試みるという方法がある．この観点から，東北 3県（岩手，宮城，福島県）を対象にそれぞれで相当人口と年間相当死
者数を算定し，震災に伴う死者との対比を試みた．その結果，今までのように年令別死者の存在比を単純にみるだけで
は判然としなかった乳幼児とか若年層の死亡率が相当際立って見えるようになった．その一方で，J字型パターンにおい
て高令者側で目立っていた死亡率が平常時のそれよりも低いことが見出された．

3.余命年数損失の視点から
　　この問題を今一つ違った視点で捉えてみる．いうまでもなく，人命は一様に尊い．しかし，彼らの余命年数を考

えると同じ死者でも余命残存年の長い人間の死亡は，－当然有って然るべき生存の年月が剥奪されることに他ならず－
乳幼児・若年者ではその損失が特に大きいことを意味する．このような視点から，余命残存年数を重み付け要素とした
上で災害時死亡に伴う年令別の余命年令の損失量をみることが出来る．なお，ここで平均余命が問題となるが，これは
０歳児のそれに他ならず，わが国では（男女を一体的にみると）80余歳である．しかし，現に 100歳以上の生存者も多
いことから，積算に際してはこの平均余命よりはかなり大きな値を考える方が妥当であろう．ここではこれを余命残存
年数とし，（100-当該年令）ｍを重み係数として採用した．ここに，べき乗指数（m）は任意量であるが，m=1～2の間で
幾つか変えて試算した．その結果，程度の差はあれ，余命残存特性量をみることで，乳幼児等若年層においてその損失
が際立って大きいことを確認した．

4.終りに
　　従来のように単純に死者発生率を年令別の存在比でみた場合，Ｊ字型の関係が得られたとしても－乳幼児の死亡

率が一見低いようにみえたとしても－視点を変えてみることで乳幼児を初めとする若年層側では相当高い死亡率となっ
ていることが，今回の試算で明瞭になった．また，今回の結果は，先に得たＵ字型分布についてもさらに立ち入った考
察が必要なことを示唆している．
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